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第
４１
回
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
福
岡
県
大
会
（報
告
）

家
族

・
地
域

・
社
会
を
つ
な
ぐ
　
育
成
会
活
動
を
目
指
し
て

令
和
６
年
１０
月
１９
日
（土
）福
岡
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
、

第
４１
回
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
福
岡
県
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

来
賓
に
、
福
岡
県
障
が
い
福
祉
課

花
田
恭
介
課
長
、
福
岡
市

福
祉
局

藤
本
広

一
局
長
、
福
岡
県
知
的
障
が
い
者
福
祉
協
会

木

高
徳
典
会
長
に
ご
臨
席
い
た
だ
き
、
式
典
を
行
い
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
長
く
育
成
会
活
動
に
貢
献
さ
れ
た
５
名
の
方
が

会
長
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

式
典
後
休
憩
を
挟
ん
で
、
一
般
社
団
法
人
全
国
手
を
つ
な
ぐ
育

成
会
連
合
会
会
長
佐
々
木
桃
子
氏
に
よ
り
―
次
世
代
に
育
成
会
活

動
を
つ
な
ぐ
た
め
に
１
と
題
し
て
中
央
情
勢
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
同
じ
く
全
国
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
連
合
会
の
副

会
長
小
島
幸
子
氏
に
よ
る
基
調
講
演
が
行
な
わ
れ
、
重
度
の
息
子

さ
ん
と
の
生
活
の
中
で
困
っ
た
こ
と
や
助
け
て
も
ら
つ
た
こ
と

等
、
会
場
に
笑
い
を
誘
い
な
が
ら
も
大
き
く
う
な
ず
け
る
お
話
が

聴
け
ま
し
た
ｃ

参
加
者
は
、
１
０
９
名
で
前

回
の
大
会
よ
り
減
少
し
ま
し
た

が
、
お
二
人
の
講
演
は
と
て
も

素
晴
ら
し
い
も
の
で
し
た
ｃ

特
に
「育
成
会
」
の
課
題
で
あ

る
会
員
の
高
齢
化

・
減
少
と

い
っ
た
マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ

を
払
し
ょ
く
す
る
大
会
に
な
っ

た
こ
と
は
、
大
会
主
催
者
と
し

て
大
い
に
力
を
い
た
だ
き
、
今

後
の
育
成
会
活
動
に
、
明
る
い

展
望
を
抱
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
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ありがとうこざいました

この会報は、

共同募金の配分を受けて

作成したものです。

佐
々
木
会
長
の
報
告
は
次
の
３
点
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
ま
し
た
。

１
　
権
利
擁
護
と
政
策
提
言
の
育
成
会

７０
年
余
の
育
成
会
の
活
動
、
特
に
「就
学
猶
予

・
免
除
の
廃
止
」

「養
護
学
校
の
義
務
設
置
」
な
ど
の
知
的
障
が
い
児
の
権
利
獲
得

運
動
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
　
（注
）養
護
学
校
は
現
特
別
支
援
学
校

（以
下
★
印
は
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
）

★
「障
が
い
児
が
、
普
通
に
学
校
に
行
け
る
の
は
、

７０
年
の
育

成
会
活
動
の
成
果
だ
と
思
っ
た
」

２
　
親
な
き
後
と
地
域
移
行

ま
ず
、
「障
が
い
者
の
安
心
で
き
る
居
場
所
は
ど
こ
に
あ
る

の
か
」
と
問
い
か
け
ら
れ
、
地
域
移
行
を
進
め
る
に
は
ま
だ
ま

だ
多
く
の
制
度
上
の
課
題
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

★
親
な
き
後
の
問
題
は
切
実
で
す
。

成
年
後
見
制
度
の
見
直
し
や
重
度
行
動
障
害
者
の
居
場
所

の
問
題
…
と
多
く
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

３
　
こ
れ
か
ら
の
育
成
会
活
動
と
そ
の
役
割

二
つ
の
視
点
で
お
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

一
つ
目
が
、
育
成
会
の
現
状
と
そ
の
課
題
解
決
で
し
た
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用
に
よ
る
情
報
発
信
、
放
デ
イ
等
に
向

け
た
団
体
賛
助
会
員
入
会

へ
の
働
き
か
け
な
ど
の
事
業
の
推

進
を
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

二
つ
目
は
、
「
育
成
会
だ
か
ら
言
え
る
」
つ
ま
り
当
事
者
団

体
と
し
て
の
使
命
、
役
割
で
し
た
。
親

・
家
族
の
視
点
で
政
策

提
言
を
行

っ
て
い
く
と

い
う
決
意
で
も
あ
り
ま
し
た
。

★

一
人
で
は
で
き
な
い
こ
と
で
も
「
育
成
会
な
ら
で
き
る
」
と

感
じ
ま
し
た
。

小
島
幸
子
氏
の
講
演
を
聴

い
て
、
だ
れ
も
が
感
じ
た
こ
と
で

‐
）
よ

ヽ
つ

。

☆
本
当
は
大
変
な
の
に
「楽
し
く
て
、
面
白
く
て
、
そ
れ
で
い

て
、
な
ぜ
か
涙
が
流
れ
ま
す
」

講
演
の
内
容
に
は

一
貫
し
て
、
我
が
子
の
成
長
と
と
も
に
、
い

ろ
い
ろ
な
人
と
の
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
た
こ
と
で
し
た
。
そ
こ

に
は
「支
え
あ
う
、
励
ま
し
あ
う
、
そ
し
て
語
り
あ
う
」
と

い
う
育

成
会
の
原
点
を
見
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

重

い
障
が
い
の
我
が
子
が
、
「
世

の
光
」
に
な

っ
た
歴
史
を
学

ん
だ
講
演
で
し
た
。

★
（講
演
を
聴
き
な
が
ら
）我
が
子
が
「可
愛
い
」と
思
い
ま
し
た
。

【能
登
半
島
災
害
に
係
る
義
援
金
活
動
】

第
３
次
義
援
金

☆
筑
後
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

☆
地
域
福
祉
を
支
え
る
会
　
エ
ン
ゼ
ル

★
太
宰
府
手
を
つ
な
ぐ
会

☆
芦
屋
町
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会

第
４
次
義
援
金

☆
筑
後
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

ありがとうございます
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第
４１
回
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
福
岡
県
大
会

―

事
前
調
査
の
結
果

―

保護者 (回答者)と本人の年齢 令
和
６
年
８
月
に
福
岡
県
大
会
に
向
け
て
、
福
岡
県
下

の
会
員
に
向
け
て
の
事
前
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
紙
面

の
都
合
で
す
べ
て
の
調
査
結
果
を
掲
載
で
き
ま
せ
ん
が
、

「育
成
会
並
び
に
会
員
の
現
状
や
課
題
」
の

一
端
を
調
査
結

果
か
ら
み
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

１
．
保
護
者
と
本
人
の
年
齢
（表
１
）

保
護
者
の
年
齢
で
最
も
多
い

の
は
６０
代
、
次
い
で
５０
代
、

７０
代

と
続
き
ま
す
。
特
徴
的
な
の
は
、

３０
代
～
２０
代
は
０
人
と
い
う
こ

と
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
会

員
の
高
齢
化
と
い
う
こ
と
が
言

え
ま
す
。

ま
た
、
本
人
に
つ
い
て
み
れ

ば
、

５０
代
が
ピ
ー
ク
で
す
。
年
を

経
れ
ば
こ
の
高
齢
化
は
進
み
ま

す
。
こ
の
傾
向
は
、
全
国
の
育
成

会
と
も
共
通
し
て
い
ま
す
。

２
．
本
人
と
保
護
者
の
関
係
（表
２
）

親
が
８６
％
、兄
弟
姉
妹
が
１４
％

と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

親
の
高
齢
化
が
進
め
ば
、
当
然

「き
ょ
う
だ
い
」あ
る
い
は
、
親
類

縁
者
が
「要
保
護
者
」
と
な
る
の

は
当
然
の
流
れ
と
言
え
ま
す
。

そ
の
こ
と
か
ら
「
き
ょ
う
だ

い
」
と
の
関
係
で
十
分
な
話
し

合
い
が
必
要
と
の
意
見
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

器蒸ぶい銀:藤

本人 住まい ３
．
住
ま
い
（表
３
）

在

宅

同
居

が

７０
％
近

く

で

す
。
Ｇ
Ｈ
は
２１
％
、
つ
い
で
入
所

施
設
は
７
％
、　
一
人
暮
ら
し
は

２
％
と
続
き
ま
す
。

自
由
記
述
で
は
、
「親
な
き
後
」

を
考
え
る
と
施
設
に
入
所
さ
せ

た

い
と
希
望
さ
れ
る
方
が
多
く

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
重
い

障
が
い
の
あ
る
子
の
親
ほ
ど
そ
の

思
い
を
強
く
感
じ
ま
し
た
ｃ

（注
）Ｇ
Ｈ
は
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
こ
と

４
．
将
来
へ
の
不
安
（表
４
）

「
親
な
き
後
」
の
不
安

は
だ
れ
も
が
抱
く
思
い
で

す
。
そ
れ
に
関
連
し
て

「成
年
後
見
制
度
」
「
障
害

基
礎
年
金
」
「
き
ょ
う
だ

い
」
の
こ
と
と
続
き
ま
す
。

自
由
記
述
の
中
で
は
、

相
続
、
遺
産
の
こ
と
を
始

め
と
し
て
本
人
が
ひ
と
り

に
な
っ
た
時
の
生
活
支
援

や
亡
く
な
っ
た
時
の
葬
儀

や
「
お
墓
」
の
こ
と
ま
で
心

配
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
強
度
行
動
障
が

い
、
重
度
の
知
的
障
が
い

者
の
受
け
入
れ
先
（Ｇ
Ｈ

等
）
が
な
い
と
い
っ
た
意

見
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

様
々
な
悩
み
が
あ
っ
て
も
「
そ
の
よ
う
な
気
持
ち
を
語
れ
る

場
、
育
成
会
が
あ
っ
て
救
わ
れ
た
」と
い
う
会
員
の
言
葉
を
皆

さ
ん
と
共
有
し
調
査
の
ま
と
め
と
し
ま
す
。

〆〆♂
i心ごちぶダi、ガ

′
♂ぶ

ゞ
  OC・

  °'   °

将来への不安 ×ライフステージに仕分 けしています

グラフタイトル

手 を つ な ぐ育 成 会 補 償 (AIG損害保険 普通傷害保険)に ご加 入 の 皆 様 ヘ

お支払いできない可能性が高い事例
現在ご加入の育成会補償制度にセットされている「個人賠償責任補償」の保険金請求時
のプロセスに関して重要なお知らせがございます。

保険始期が令和 7年 4月 1日以降のご契約より、個人賠償責任補償特約の保険金のご

請求時に、法律上の損害賠償責任の有無を、より厳密に確認する事になりました。これにより
、成年の被保険者本人 (=補償を受ける方)が、保護者 (=親族・後見人・保佐人等)と

離れて入所施設等で生活していて、被保険者本人に責任能力がない場合については保険
金をお支払いできない可能性があります。詳細については、別途担当代理店よりご案内させて
頂く予定です。届きましたら必ずご確認くださいます様お願い申し上げます。

取扱代理店 ジェイアイシー九州株式会社 ■11092‐ 791‐ 7561

受付時間 :午前9時～午後5時 (土日祝日除く)

×奮いて嫌慶難瞬滋ぶラス壁劃参難

濶
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第
９
回
全
国
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
連
合
会

全
国
大
会
　
秋
田
大
会
（報
告
）

全
国
大
会
が
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
「共
生
社
会
を
め
ざ
し
、
将
来
を
見

据
え
た
活
動
を
続
け
よ
う
」
の
も
と
、
令
和
６
年
１０
月
１２
日
（土
）、

１３
日
（日
）
に
秋
田
市
文
化
創
造
館
等
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
ｃ
本
会

か
ら
は
４
名
が
参
加
を
し
ま
し
た
。

児
童
期
、
成
人
期
、
高
齢
期
、
権
利
擁
護
の
課
題
に
つ
い
て
熱
心

に
討
議
さ
れ
ま
し
た
。
最
終
日
に
は
、
大
会
決
議
が
採
択
さ
れ
、
閉

会
し
ま
し
た
。

次
回
、
第
１０
回
大
会
は
東
京
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
東
京
都
手
を

つ
な
ぐ
育
成
会
（親
の
会
）
で
は
、
２
０
２
５
年
全
国
大
会
の
チ
ラ
シ

と
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
ｃ

糸島市親の会 林 三枝子 氏

つばさの会 坂元美知子 氏
手をつなぐ育成会かすが

会長 辻  誓子 氏

令
和
６
年
度
福
岡
県
地
域
生
活
支
援
事
業

【生
活
訓
練
事
業
】

○
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
か
す
が

・
９
月
７
日
（土
）

山
茶
花
の
湯
　
Ｂ
Ｑ

【レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
教
室
開
催
事
業
】

○
筑
後
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

・
８
月
４
日
（日
）
マ
リ
ン
ワ
ー
ル
ド
海
の
中
道

他

・
Ю
月
１７
日
（本
）筑
後
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
筑
後
市
防
災

勉
強
会
の
開
催

○
嘉
麻
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

・
８
月
２５
日
（日
）
花
立
山
温
泉
　
バ
ス
ハ
イ
ク

・
９
月
１５
日
（日
）
麻
生
塾
ボ
ウ
ル

他

○
未
来
の
会

・
９
月
２９
日
（日
）
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
　
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

出
前
講
座
　
疑
似
体
験
活
動

【大
野
城
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
　
ま
ど
か
】

★
令
和
６
年
度
　
ふ
く
し
教
育
基
礎
研
修
会

７
月
２９
日
（月
）ま
な
び
の
や
ど

【筑
後
市
　
ち
つ
き
や
ら
】

☆
市
内
小
学
校
　
福
祉
教
育
と
し
て
実
施

９
月
６
日
（金
）
、
Ю
日
（火
）
、

１２
日
（本
）
、

１３
日
（金
）
、

１９
日
（本
）
、

１０
月
１５
日
（火
）
の
６
回
実
施

【手
を
つ
な
ぐ
応
援
隊
】

☆
１０
月
８
日
（火
）
お
お
む
た
ア
リ
ー
ナ

大
牟
田
市
障
害
者
協
議
会
　
２３
名

要介護となつた

主な腰国1位

飩趙茫

議
議
議畿

鮮
，

電
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全国手をつなぐ育成会連合会 発行

情報 0交流誌「手をつなぐ」

◇機関誌「手をつなぐ」購読ご希望の皆さまは

本会事務局にお申し込みください。

・年間購読料 一口 3,900円 (送料別)

※送料は回数によって異なり、一口 (1冊 )の
場合は年間240円 です。

【購読料のうち一口当たり50円 は災害発生時の見

舞金や支援活動資金に充てられます】

手をつなぐ9/10月 号表紙

【賛助会員会費は次の通りです】

知的障がいのある人たちが、ノーマライゼーション

の理念の下、自立した地域生活をおくるために必要な

運動を活発に展開するには、賛助会員の方々の支えが

必要です。

是非、ご協力をお願いします。

◆会費(個人会員)1回  2,000円 /年
◆会費(団体会員)1回 10,000円 /年
◆会報「はぐくむ」で活動内容をお伝えします。

【ご入会については事務局までお問い合わせください】

公益社団法人 福岡県手をつなぐ育成会
電言舌 :092-584-4374 FAX:092-584-4378

E rnail:info(Э fk―ikusei.org

l:[P:httpsi//fk―ikusei.org/

―児発・放デイの「家族支援加算」

「家族支援加算」は令和 6年 4月 から改編強化された加算の1つで、

従来の家庭連携加算(居宅への訪間による相談援助)と事業所内相談支

援加算 (事業所内での相談援助)を 統合したものです。事業所が家族

(父母はもちろんのこと、祖父母や兄弟姉妹も対象)に対して個別の相

談や利用者家族グループを対象とした研修機会、家族間のミーティン

グなどを提供すると算定することができます。

(グループを対象とした家族支援加算の概要)

利用者家族グループを対象に、事業所において研修機会やミーテイ

ング機会などを提供すると、1人 1日 800円 が算定できます。オンライン

での開催も加算の対象となりますが、オンラインの場合は1人

1日 600円 となります。月に4回 まで算定することができます。
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○手をつなぐ11月 号特集予告
権利擁護と意思決定支援

○第 15回権利擁護セミナー

開催 日 令和 7年 1月 31日 (金 )

会 場 尼崎商工会議所701
※ハイブリッド※参加費1,500円

※申し込みは12月 2日 から、問合せは、福岡県育成会事務局まで

嘉
麻
の
里
山
も
う

つ
す
ら
と
色
づ
い
て
ま
い
り

ま
し
た
。
今
回
は
嘉
麻
市
と
嘉
穂
郡
に
麓
を
置
く

「長
谷
山
」
の
ご
紹
介
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
山
は
標
高
３
１
ｌ
ｍ
で
低
山
の
分
類
に
入

り
ま
す
。
山
道
の
始
め
は
急
な
階
段
を
上
が
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
杉
の
木
立
の
静
か
な
尾
根
に

出
る
と
坂
は
ゆ
る
く
な
り
、
そ
の
登
り
を
た
ど
る

と
山
頂
に
達
し
ま
す
。

山
頂
に
は
長
谷
城
跡
の
碑
が
た
っ
て
い
て
、
戦
国

の
頃
に
は
、
こ
の
地
方
を
収
め
て
い
た
秋
月
種
実
の

出
城
が
あ
り
ま
し
た
。
付
近
に
は
石
垣
や
堀
切
の

跡
が
そ
の
名
残
を
と
ど
め
て
い
ま
す
。
山
頂
は
約

２
０
０
２ｍ
平
坦
地
で
弁
当
を
広
げ
る
に
は
格
好
の

場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。
展
望
は
遠
く
に
八
幡
の
工

業
地
帯
や
英
彦
山

・
香
春
岳

・
関
の
山
な
ど
を
望

め
眼
下
に
は
嘉
麻
市

。
飯
塚
市
が
見
渡
せ
ま
す
。

過
去
に
は
本
会
の
横
山
会
長
が
地
域
社
協
と

「福
祉
登
山
」
を
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

長
谷
山
を
管
理
す
る
団
体
の

「
長
谷
山
を
愛

す
る
会
」
や
非
番
の
自
衛
隊
員

・
消
防
隊
員
の
協

力
を
得
て
、
全
盲
の
高
齢
者
か
ら
肢
体
不
自
由
者

（児
）
な
ど
参
加
者
全
員
約
３０
名
が
登
頂
し
ま
し

た
。
ま
た
単
独
登
山
の
最
高
齢
者
は
百
三
歳
の
女

性
と
な
っ
て
い
ま
す
。

登
山
は
初
め
て
だ
け
ど
経
験
し
た
い
方
な
ど
「長

谷
山
」
を
利
用
な
さ
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

な
お
、
そ
の
登
山
に
支
援
や
補
助
を
必
要
と
さ
れ

る
場
合
は
前
出
の

「長
谷
山
を
愛
す
る
会
」
を
検
索

し
て
協
力
依
頼
を
さ
れ
る
と
よ
り
安
心

・
安
全
な
登

山
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
　

（裕
）
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